
 
 

News Release                                   2024年 6月 27日 

 

摘出皮膚*1の長期培養技術と 

立体的かつ動的な変化の観察（4D イメージング）に成功 

 

株式会社ファンケルは、摘出した時の状態を保ちながらヒト皮膚を長期培養する技術の開発と、さらにその技術

を基に摘出皮膚を、立体的（3D）および動的な変化（4D）の観察（以後、4Dイメージングと表記）に成功しましたので

お知らせします。本研究は、北里大学医学部 形成外科・美容外科学との共同研究、およびシンクランド株式会社

からの協力を得ています。 

今回成功した摘出皮膚の 4D イメージングは、皮膚内部で生じるさまざまな現象の経過を細胞レベルで観察およ

び解析することを可能にします。これを生かし、皮膚における種々の不調のメカニズム解明に応用して不調を改善

する製品の開発を進めてまいります。 

なお、本成果について、米国テキサス州ダラスで行われた 2024 年 Society for Investigative Dermatology 

2024 Annual Meeting（2024年米国研究皮膚科学会）の Mini-Symposiumにて発表しました。 

 

【摘出皮膚の 4D イメージングに成功】 

新たに開発したマイクロニードル※2 を活用した培養方法（次ページ参照）を用い、摘出皮膚の状態を生体に近い

状態で保ちながら、皮膚内部の立体的かつ経時における動的変化の観察を行いました。観察には、細胞内の核、

細胞膜やミトコンドリアを染色し、共焦点レーザー顕微鏡※3を用いて行いました。 

その結果、皮膚内部の表皮細胞や真皮細胞、真皮の血管を構成する細胞などの動きを観察することに成功しま

した。さらに細胞の中にあるミトコンドリアの様子も観察され、細胞が生存している状態で動的に捉えられていることが

確認されました（参照：画像／動画）。 

 

 

 

 

 

 

 

生きた皮膚組織内の様子の動画：https://youtu.be/82dZPuEm_I8  

 

青：細胞核 

緑：細胞膜 

赤：ミトコンドリア 

https://youtu.be/82dZPuEm_I8


【マイクロニードルを用いた摘出皮膚の長期培養方法を開発】 

ヒト皮膚を摘出時と同じ状態に保てるよう、摘出皮膚の長期培養方法を検討しました。通常の培養方法は、皮膚

の深部から培地を吸い上げる方法（図 1／左）で行います。しかし、この方法では摘出皮膚の内部に栄養などが届

かず、壊死してしまうという課題がありました。そこで、摘出皮膚の内部に栄養などが届くように、摘出皮膚の上から

マイクロニードルを刺して皮膚内部に栄養を届ける方法（図 1／右）を考案しました。 

 

 

    ＊マイクロニードルの設計・製作の協力・提供／シンクランド株式会社 

 

 

通常の培養方法とマイクロニードルを用いた培養方法による摘出皮膚の培養状態の違いを知るために、それぞ

れ 11 日間培養し、細胞毒性と炎症状態*4 を評価しました。その結果、通常の培養方法は、培地中の細胞毒性お

よび炎症の指標が、摘出後に比べて大きく増加したのに対し、マイクロニードルの培養方法は、培地中の細胞毒性

および炎症の指標が抑えられていました（図 2）。 

このことから、マイクロニードルを用いた培養方法は、皮膚内の炎症や壊死を抑え、摘出後の状態を保ちながら長

期に培養可能であることが考えられました。 

 

 
 

 

 

 

 

図 1 培養方法の模式図 

図 2 培養前後の培地中の毒性と炎症度合いの違い 

培地(栄養) 

培地(栄養) 



【研究背景・目的】 

当社では、摘出した皮膚の内部を立体的に観察および解析する技術を開発し†1、弾性線維*5 の加齢変化†2-3 や

チオレドキシンによる弾性線維†4への影響について調べてまいりました。これらの技術は、皮膚内部の立体的な構造

を知るための画期的な技術ですが、観察の際に組織固定*6 をする必要があるため、静止画のみの観察に限るとい

う課題がありました。そのため、肌内部で起きているさまざまな現象について、経時による直接観察をすることはでき

ませんでした。 

本研究では、摘出した皮膚の新しい培養方法を考案し、摘出した皮膚を通常のヒト生体皮膚に近い状態に維持

し、経時観察を可能にすることを目的としました。 

 

【担当者のコメント】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜用語説明＞ 

※1摘出皮膚 

切除されたヒトの皮膚。本研究では、美容整形などで切除された余剰皮膚を使用。また、試験実施にあたって

は、ヘルシンキ宣言を遵守し、倫理的配慮のもと入手した皮膚組織を用いて行っています。 

※2 マイクロニードル 

直径がμm レベルの極細の針。本研究では皮膚へのダメージを最小限に抑えるために使用している。 

※3共焦点レーザー顕微鏡 

被写体を立体的に観察することができる光学顕微鏡。 

※4細胞毒性と炎症状態  

細胞毒性の指標として乳酸脱水素酵素、炎症の指標として、インターロイキン-8 を用いている。 

※5弾性線維 

皮膚真皮に存在し、肌の弾力を保つのに働く線維。 

※6組織固定  

生体試料の構造を観察するために生命現象を停止させる処理。 
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総合研究所 基盤技術研究センター 生体機能分析グループ 

主任研究員 東ヶ崎 健 （とうがさき たけし） 

 

皮膚の内部で表皮の細胞が新陳代謝で生まれ変わる、加齢で弾力線維が変形

してしまう、など私たちの皮膚内部では、さまざまなことが起きています。これらの

現象について、遺伝子やタンパク質レベルでの解析が進められ理解が進んできて

いますが、最終的にはその現象を直接見ることは、難しい状況でした。 

しかし、直接見られることが、より皮膚のエイジング研究の深掘りにつなげることがで

きるのではないかという想いから、立体的、かつ動的に経時変化の観察ができる

方法として 4D イメージングでの観察方法の研究を進めてきました。 

本研究で得た技術が皮膚科学の発展に貢献し、多くの方のいろいろな肌悩みの

解決に役立てるようにしていきたいと思っています。 
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報道関係者からのお問合せ先 

株式会社ファンケル 広報部 ／ 045‐226‐1230  official@fancl.co.jp 
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